
名古屋の芸術家等の活動状況に
関するアンケート調査

速報版

■実施主旨 

名古屋の芸術家および関係者の基本的な活動・生活状況や公的支援に関するニーズを把握し、 今後のク
リエイティブ・リンク・ナゴヤの活動、および名古屋の文化政策に反映する。

■対象者 ：名古屋で活動する芸術家および関係者*（美術、音楽、演劇、舞踊、古典芸能ほか） 
＊名古屋市在住、在勤、あるいは名古屋市内で芸術に関する活動を行う 個人・団体を対象

■期間：2024年1月18日（木）～2月29日（木）  

■回答方法：オンラインフォームによる回答

■アンケート回収数 705件

■調査主体：クリエイティブ・リンク・ナゴヤ、名古屋市
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3 文化芸術の主な発表・活動場所
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6 文化芸術活動の活動年数
n=705

7 文化芸術活動の表現分野
n=705

8 文化芸術活動の業務内容・形態
n=705

9 文化芸術活動とは別に仕事をしているか
n=705

創作・発表・

販売・演出
66%

企画制作
11%

教育研究
10%

施設運営
5%

技術提供
4%

その他
4%

文化芸術活動

とは別に仕事
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44%
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別に仕事もし
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活動の状況
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音楽

37%

演劇・舞踊

23%

美術

21%

デザイン・建築・

ファッション

6%

伝統芸能・

その他芸能
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映画・漫画・

メディア芸術
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生活文化・国民娯楽

1%

文学
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その他
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10 世帯における主たる生計維持者
n=705

自分
58%

配偶者
24%

どちらとも

言えない
9%

親
8%

兄弟
1%

その他親族
0%

11 文化芸術活動の活動資金（複数選択）
n=705

収入・活動資金

34%

2%

3%

4%

9%

28%

42%

53%

その他

民間団体からの協賛金

寄付金（クラウドファンディングを含む）

民間団体からの助成金や補助金

行政の補助金（委託・助成金を含む）

文化芸術活動の給与収入（団体や教室に勤めている場合など）

文化芸術活動以外での収入などによる自己負担

文化芸術活動の事業収入（個人で活動している場合など）



12 昨年（2023年1月～12月）における文化芸術活動による収入
n=522

1円～100万円未満
44%

100万円以上～200万円未満
11%

200万円以上～300万円未満
10%

0円
10%

300万円以上～400万円未満
5%

400万円以上～500万円未満
3%

600万円以上～700万円未満, 2%

1000万円以上～1500万円未満, 2%

500万円以上～600万円未満, 1%

1500万円以上, 1%

700万円以上～800万円未満, 1%

800万円以上～900万円未満, 1%

900万円以上～1000万円未満, 1%

答えたくない・分からない
8%
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コロナ禍で激減し

たが、現在はかな
り復調している

33%

コロナ禍も含め、

コロナ禍以前とあ
まり変わりなくで

きている
22%

コロナ禍で激減

し、現在も減った
ままである

14%

コロナ禍で激減し

たが、コロナ禍前
に比べて半減程度

になった
13%

コロナ禍以前より

増えている
9%

コロナ禍ではあまり影響を受け

なかったが、現在減少してきた
5%

コロナ禍から仕事は減

り続けている
4%

13 コロナ禍前の2019年頃と比較した、過去1年間
の文化芸術活動
n=705

あまり変わらない
43%

75％程度に

なった
17%

増えた
16%

50%程度に

なった
15%

15%程度になった
5%

ほぼ0%になった
4%

14 コロナ禍前の2019年頃と比較した、過
去1年間の事業収入
n=705
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16 助成申請を行ったことがない理由(複数回答）
n=290

17 文化芸術活動を行う上で、今後必要としている支援（最大選択数3）
n=705

ある
59%

ない
41%

15 過去に助成申請を行ったことはありますか。
（助成分野や公的・民間助成は問わない）
n=705

助成・支援

6
5%

4%

9%

10%

19%

29%

48%

50%

51%

その他

特に支援の必要はない

アワードの設置

団体の新規立ち上げに対する支援

国際交流支援

若手育成支援

団体存続・活動継続に対する支援

新規事業（イベント）に対する支援

既存事業（イベント）に対する支援

2.4%

11.7%

13.4%

17.9%

39.0%

50.3%

その他

申請書の書き方がわからない

助成は必要ない

手続きの手間が大きい

自分の活動に該当する助成がない

助成についての情報を知らない



わからない
6%

関わった

ことがあ

る
61%

関わった

ことがな

い
33%

18 自治体や、自治体の外郭団体が主催する文化事業に有
償で関わったことがあるか。
n=705 

4%

4%

4%

6%

6%

7%

9%

10%

10%

88%

稲沢市

刈谷市

大府市

小牧市

一宮市

岡崎市

春日井市

豊田市

長久手市

名古屋市

19 関わったことがある自治体（複数選択可） 
n=429 (上位10自治体のみ表示）

3%

4%

9%

35%

42%

44%

59%

その他

関わる必要性が感じられない

関与したいと思えるものがない

関わり方を知らない

情報がない

要請・委託・お誘いがない

機会がない

20 自治体の文化事業に関わったことがない理由（複数選択可）
n=229

自治体の文化事業への関与
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ある
46%

ない
54%

21 文化芸術以外の他分野（観光、
まちづくり、国際交流、福祉、教育、
産業等）と連携した、社会連携事業
を行ったことはあるか
n=705

3%

14%

37%

41%

45%

57%

67%

その他

産業

福祉

観光

国際交流

まちづくり

教育

22 連携したい分野（複数選択可）
n=608

他分野連携
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知らなかっ

た
56%

知っていた
44%

24 「クリエイティブ・リンク・ナゴヤ」
のことを知っているか
n=705

0%

2%

4%

11%

16%

22%

23%

25%

45%

48%

61%

わからない

特に支援の必要はない

その他

都市のにぎわい創出

文化芸術活動についての相談窓口（トラブル含む）

活動に必要な諸知識（契約・資金調達・広報など）の勉強の場

同業者や他業種・他分野との人的ネットワークづくりの機会創出

名古屋圏の文化芸術活動の状況についての調査・研究・情報発信

企業と文化芸術実践者とのマッチング

実験的な文化芸術活動の企画・運営

助成金の交付

25 クリエイティブ・リンク・ナゴヤ」に期待する役割（最大選択数3）
n=705

クリエイティブ・リンク・ナゴヤについて
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26 名古屋市で活動する利点 (複数選択）
n=705

11%

40%

44%

60%

60%

その他

施設（展示会場、劇場、ライブハウス、練習場所

等）が少ない

機会が固定され、新しいつながりが作りにくい

市民の文化芸術への関心が低い

文化芸術の仕事が少ない

27 名古屋市で活動する際の課題（複数選択）
n=705

7%

16%

21%

23%

44%

68%

その他

家賃が安く、生活がしやすい

施設（展示会場、劇場、ライブハウス、練習場所…

人口が多く、集客がしやすい

都市の規模が大きすぎず、交流が持ちやすい

交通の便が良く、他都市や海外への移動がしやすい

名古屋市での文化芸術活動
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